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研究成果の概要（和文）：ろう学校の教員や保護者から収集した聴覚障害教育に関するニーズをベースに，手話動画，
イラスト，よみがなを漢字と同時に提示し，視覚的情報を多用して，聴覚障害児が楽しみながら漢字および手話を学習
するプログラムを開発した。このプログラムは、ろう学校教員や保護者といった指導者が指導対象となる聴覚障害児の
レベルやニーズにあわせて内容をカスタマイズし，手話動画やイラストを挿入してオーダーメイドの漢字学習ドリルを
簡単に作成することのできる汎用性の非常に高いプログラムであり，これまでにはないアプリを開発した。

研究成果の概要（英文）：Based on the needs of deaf education that was collected from teachers and 
parents, we developed a program to learn kanji and sign language for hearing impaired children, using 
sign language videos, illustrations, yomigana and kanji. This program is able for leaders such as 
teachers and parents to meet the level and needs of hearing impaired children and to customize the 
contents.
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１．研究開始当初の背景 
 
 乳幼児の聴覚障害は，言語や社会性の発達
に重大な影響を及ぼす。しかし，聴覚障害は
見た目では分かりにくい障害であるため，障
害の発見が遅れる可能性が高い。そのため近
年では，聴覚障害の早期発見・早期療育を重
視し，新生児に対する聴覚スクリーニング検
査が普及し始めているが，診断後の療育体制
がいまだ十分には確立されていないという
問題が指摘されている(加我,2005)。聴覚障害
児に対する教育・療育はろう学校がその役割
を担うことが多いが，就学前の小さな乳幼児
のことばの発達には，家庭でのコミュニケー
ションが非常に重要となる。 
 しかし，聴覚障害を持つ子どもの親は聴者
であることが多いため，聞こえにくい子ども
とコミュニケーションをとってうまく気持
ちを通じあわせることに困難を感じやすい
（河崎，2004）。一方で，聴覚障害児は，視
覚情報処理能力や空間認知把握能力に優れ
ていることが多い(Bellugi., et.al.,1994)。 
 このような聴覚障害児の認知特性の特徴
を最大限に活かした療育プログラムを用い
て支援をおこなうことによって，より効果的
に言語の習得をすすめることができるであ
ろう。昨今，情報通信技術のめざましい発展
により，障害児教育においてもデジタル情報
機器を活用することが望ましいが，学術的な
知見に基づいて開発された教材はほとんど
ない現状にある。 
  聴覚障害を持つ子は，早期に適切な療育・
対応がなされれば，言語や社会性の問題や二
次障害を回避して成長することが期待でき
る。早期から適切な療育をおこなうことによ
って，聴覚障害児のもつ優れた認知能力を発
揮し，社会に貢献できる人材に成長すること
もありうるであろう。本研究で開発された教
材の活用が，聴覚スクリーニング検査の後の
フォローアップのひとつとして確立できれ
ば，聴覚障害児や家族への支援になるだけで
はなく，発達障害を持つ子どもへの応用の可
能性も非常に大きいことから，長期的には非
常に大きな社会貢献になると考えられる。 
 以上のことから本研究を着想するに至った。  
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，近年急速に普及している多機
能情報端末である iPad を用いて，就学前の
聴覚障害児を対象に，親子で楽しみながら日
本語の学習をおこなう，視覚的な教材の開発
を目的とした。心理学・聴覚障害教育・認知
言語学の知見に基づき，より意欲的に取り組
め，学習効果の高い教材の開発を目指した。
本研究の研究期間内の目的は，以下の３点を
達成することであった。 
 
(1) 心理学・聴覚障害教育・認知言語学の知

見に基づき，視覚的な教材となる iPad アプ
リケーションの開発をおこなう。親子で楽し
みながら日本語の学習をおこなうことがで
き，意欲的に取り組め，より学習効果の高い
教材を新たに開発する。 
 
(2) 聴覚障害児を対象に iPad を貸与し，開
発した教材アプリの有効性を客観的に評価
する。日本語学習の効果がみられたか，親子
間のコミュニケーションがより円滑になっ
たか，検証する。 
 
(3) 教材アプリを完成させ，一般公開する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 まず本研究を実施するにあたって協力を
依頼した石川県立ろう学校の校長，教頭，小
学部，幼稚部，構音指導担当の教員を対象に，
研究の説明をおこなった。情報管理の問題な
どをクリアする必要があったため，時間はか
かったが，協力を得ることができ，研究実施
可能となった。 
 次に，iPad アプリケーション教材を新たに
開発するにあたって，聴覚障害教育の現場に
おけるニーズを把握するため，ろう学校の教
員を中心に既存の知育・教育アプリケーショ
ンを使用してもらい，既存アプリを聴覚障害
児向けの教材に改善するための意見をヒア
リングすることに取り組んだ。 
 具体的には，石川県立ろう学校，および，
富山県立高岡ろう学校の幼稚部および小学
部に通う聴覚障害児 11 名および彼らの担任
教員を対象に，既存の教材アプリケーション
をインストールした iPad を貸与し，ろう学
校での教育場面を中心として，ろう学校での
授業や個別指導の際に iPad を使用してもら
った。また，教員や保護者には，アプリを使
用した際には，使用した課題，所要時間，使
用した感想，ことばの発達の様子の評定など
に関する記録をつけてもらった。 
 また、聴覚障害児が人工内耳や補聴器とい
った補聴機器をどのように認識し、障害児が
自らのアイデンティティをどのように確立
させているか検討をおこなうため、教育環境
の異なる複数の聴覚障害児および保護者を
対象に、インタビュー調査をおこなった。  
 以上の手続きをふまえ、開発するプログラ
ムの最終的な内容を決定し、アプリ開発業
者へ発注をおこない、プログラムの開発を
おこなった。 
 
 
４．研究成果 
 
 聴覚障害教育の現場におけるニーズを把
握するため，ろう学校小学部や幼稚部の教員
および聴覚障害児の保護者に対して綿密に
実施したヒアリング調査を実施した結果，現



場のニーズは当初の想定以上に非常に多様
で多岐に渡っていることが明らかとなった。
聴覚障害児が日本語を学習するに際して、既
存のアプリでは充足できていないところを
詳細に分析し、教材アプリの具体的な内容を
検討した。 
 その結果をふまえ、手話動画，イラスト，
よみがなを漢字と同時に提示し，視覚的情報
を多用して，聴覚障害児が楽しみながら漢字
および手話を学習するプログラム「手話えー
もん」を制作した。よくある既存の漢字デー
タセットのデータベースとしての教材では
なく，ろう学校教員や保護者といった指導者
が指導対象となる聴覚障害児のレベルやニ
ーズにあわせて内容をカスタマイズし，手話
動画やイラストを挿入してオーダーメイド
の漢字学習ドリルを簡単に作成することの
できる汎用性の非常に高いプログラムであ
り，これまでにはないアプリを開発すること
ができた。（27 年 3月に開発完了。現在，Apple
社の App Store 登録の準備中。） 
 また、教育環境の異なる複数の聴覚障害児
および保護者を対象に、インタビュー調査を
実施し、質的分析をおこなった。その結果、
保護者自身の障害受容や補聴機器に対する
態度が聴覚障害児のアイデンティティの確
立に大きな影響を与えていることが明らか
となった。 
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